
地域医療連携だより
■泌尿器科からのお知らせ
▶︎『週刊ダイヤモンド』ロボット手術数ランキングに掲載されました。
2019 年 10 月 19 日発売の経済専門誌『週刊ダイヤモンド』（ダイヤモンド社）の特集【ロボッ
ト手術数ランキング「医師 581 人」実名＆執刀数／「219 病院」詳細リスト】に当院泌尿
器科のデータが掲載されました。

間もなく300症例。
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△ロボット支援手術 病院別手術数ランキング「2018 年度総合
トップ 100」では 80 位にランクインしました。

△ロボット支援手術 医師 581 人実名リスト＆執刀数ランキン
グには、高島副部長と澤田医長の名前が掲載されました。

△県内での実績です。治療開始時期にもご注目ください。

　手術支援ロボットの最大のメリットは、従来の開腹手術
や腹腔鏡手術に比べて体にかかる負担が少ないことです。
腹部に空けた数ミリの穴数カ所からアームとカメラを挿入
し遠隔操作で手術を行うため、侵襲度は極めて少なくなり
ます。手術時の出血も少なく済み、術後の回復も早く、感
染症による合併症を併発するリスクも減らせます。また視
野が限られる腹腔鏡手術と異なり、患部裏側の細かい血管
や神経まで高画質で立体的な 3D ハイビジョンカメラで確
認できるため、正確性を追求しながらの治療が可能です。
年齢を重ねるほど、痛みは嫌なものですし、体力も落ちて
いきますから低侵襲なロボット支援手術は高齢者に合った
治療法といえます。
　当科では 2017 年 5 月から前立腺がんに対してロボッ
ト支援手術を導入しました。幸いにもプロクターの資格を
有する経験豊富な 2 名の医師が在籍していたためスムーズ
に導入できました。
　前立腺がんに対しては 2018 年 4 月から 2019 年 3 月
までの間で 107 件施行、DPC 全国統計で 23 位にランク
されました。腎がん部分切除術、膀胱がん全摘術も保険認
定を受け、2018 年 10 月から導入しています。現在は、
月 10 件ペースでロボット支援手術を行っており、2020
年 2 月頃には 300 症例に到達する見込みです。当科の医
師たちによる努力の結果が今回有名経済誌に掲載されたこ
とを大変喜ばしいと感じています。
　当科の特徴としては、前立腺肥大症や尿路結石などの
良性疾患は、全て内視鏡手術で行っており、2017 年度
DPC 全国統計では、上部尿路結石手術は 185 件で全国
14 位。前立腺肥大症手術は 63 件で全国 12 位でした。
今後は良性疾患に加え悪性腫瘍に対しても低侵襲なロボッ
ト支援手術を積極的に拡めていきたいと考えています。
　地域の先生方におかれましては、今後とも当科へのご紹
介を賜りますようお願い申し上げます。
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